
『

応
仁
の
乱
』
５
５
０
年

平
成
29
年
（
２
０
１
７
）
は
、
応

仁
元
年
（
１
４
６
７
）
に
起
こ
っ
た

応
仁
の
乱
か
ら
５
５
０
年
の
節
目
に

当
た
る
こ
と
か
ら
テ
レ
ビ
の
歴
史
番

組
や
歴
史
雑
誌
等
で
『
応
仁
の
乱
特

集
』
を
良
く
目
に
し
た
よ
う
に
お
も

え
ま
す
。

中
で
も
応
仁
の
乱
へ
の
関
心
を
一

層
盛
り
上
げ
た
の
は
、
中
公
新
書
か

ら
発
行
さ
れ
た
、
呉
座
勇
一
先
生
著

の
『
応
仁
の
乱
』
で
、
分
か
り
に
く

い
応
仁
の
乱
の
内
容
を
説
い
た
本
に

も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
発
行
部
数
は
50

万
部
に
も
及
ぶ
勢
い
。
歴
史
書
で
は

異
例
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
記
録
し

て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

山
名
会
で
は
、
４
月
の
常
任
理
事
会
で

本
年
度
の
山
名
会
総
会
で
は
、
こ
の
『
応

仁
の
乱
』
の
著
者
・
呉
座
勇
一
先
生
を
講

師
に
お
招
き
し
て
講
演
願
う
こ
と
を
計
画

し
、
山
名
靖
英
理
事
長
・
山
名
一
男
常
任

理
事
の
お
二
人
が
呉
座
先
生
と
の
折
衝
を

担
っ
て
頂
き
、
今
回
の
歴
史
講
演
会
の
実

現
と
な
り
ま
し
た
。

西
陣
で
宗
全
と
応
仁
の
乱
を

語

っ

て

貰

う

講
演
会
の
会
場
は
、
山
名
宗
全
邸

か
ら
程
近
い
所
に
建
つ
西
陣
織
会
館
。

正
に
京
都
西
陣
の
中
心
地
と
言
っ
て

差
し
支
え
な
い
所
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
応
仁
の
乱
か
ら
５
５
０
年
の

節
目
に
、
西
陣
の
地
を
会
場
と
し
て
、

山
名
宗
全
と
応
仁
の
乱
の
関
わ
り
を

新
進
気
鋭
の
歴
史
学
者
で
あ
る
呉
座

先
生
に
語
っ
て
い
た
だ
く
と
言
う
の

が
、
今
回
の
主
題
で
有
り
ま
し
た
。

山
名
会
の
皆
様
に
は
９
月
初
旬
に

ご
案
内
し
、
一
般
の
方
々
へ
の
ご
案

内
は
10
月
に
入
っ
て
か
ら
、
昨
年
の

歴
史
講
演
会
出
席
者
の
方
へ
の
ご
案

内
は
じ
め
と
し
て
、
京
都
市
内
外
の

博
物
館
・
文
化
施
設
や
西
陣
織
工
業

組
合
や
上
京
区
役
所
な
ど
へ
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
山
名
靖
英
理
事
長
を
筆

頭
に
、
お
知
り
合
い
へ
の
参
加
勧
誘

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
結
果
、
最
終
的
な
参
加
者
は
山
名

会
会
員
が
２
８
名
、
一
般
の
聴
講
者

が
７
５
名
で
合
計
１
０
３
名
の
参
加

者
と
な
り
、
昨
年
参
加
者
８
０
名
を

大
き
く
上
回
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

歴

史

講

演

会

当

日

歴
史
講
演
会
の
当
日
、
11
月
26
日

は
好
天
に
恵
ま
れ
、
講
演
会
に
先
立

ち
午
前
11
時
よ
り
役
員
が
西
陣
織
会

館
に
集
合
し
、
会
場
作
り
を
行
い
ま

し
た
。

ガ
ラ
ン
と
し
た
展
示
会
場
に
折
り

畳
み
椅
子
を
１
２
０
名
分
配
置
す
る

等
、
講
演
会
の
会
場
準
備
を
分
担
し

て
行
い
、
役
員
方
の
御
協
力
に
よ
り

小
一
時
間
も
か
か
ら
ず
会
場
の
準
備

は
整
い
ま
し
た
。

12
時
半
か
ら
の
受
け
付
け
開
始
で

し
た
が
、
昼
前
に
は
一
般
聴
講
者
の

方
が
次
々
に
お
見
え
に
な
り
、
午
後
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〒
６
６
７
ー
１
３
１
１
兵
庫
県
美
方
郡
香

美
町
村
岡
区
村
岡
２
３
６
５
法
雲
寺
内

電

話
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
６
１

山
名
会
歴
史
講
演
会
を
開
催

去
る
平
成
29
年
11
月
26
日
に
、
『
応
仁
の
乱
と
山
名
宗
全
』
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
京
都
市
・
西
陣
織
会
館
を
会
場
に
第
24
回
山
名
会
総
会
及
び
歴
史
講

演
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
山
名
会
会
員
・
一
般
聴
講
者
合
わ
せ
て

百
名
を
上
回
る
方
々
に
ご
参
加
頂
き
、
賑
や
か
に
開
催
出
来
ま
し
た
。
歴
史

講
演
会
と
総
会
の
状
況
に
つ
い
て
概
略
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

「応仁の乱」（中公
新書）で50万部に迫
るベストセラーを著
された呉座勇一先生

常任理事様のご協力によりスムーズに会場設営が

出来ました。

西陣の中心地と言うべき西陣織

会館に会場をお借りしました。



１
時
前
に
は
事
前
申
込
者
の
ほ
と
ん

ど
の
方
が
揃
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
１
時
か
ら
の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
草
山
副
理
事
長
の
開
会
の
辞
に
続
き
、

山
名
靖
英
理
事
長
の
ご
挨
拶
と
山
名
会
の

紹
介
に
続
い
て
、
予
定
よ
り
少
し
早
い
時

間
で
し
た
が
、
呉
座
先
生
の
講
演
「
山
名

宗
全
の
虚
像
と
実
像
」
に
早
速
移
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

熱
気
に
満
ち
た
歴
史
講
演

講
演
の
内
容
に
付
き
ま
し
て
は
、

別
途
講
演
録
に
整
理
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
譲
る
に
し
て
、

呉
座
先
生
に
は
歴
史
学
者
の
視
点
か

ら
観
た
山
名
宗
全
像
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
名
会
の
会
員
と
し
て
は
気
に
か

か
る
点
も
あ
っ
た
こ
と
か
と
思
え
ま

す
が
、
後
日
、
講
演
録
が
出
来
ま
し

た
折
り
に
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
で
講

演
内
容
を
吟
味
い
た
だ
き
、
講
演
に

関
す
る
感
想
文
や
反
論
文
に
ま
と
め

て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
会
誌
『
山

名
』
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

講
演
自
体
は
１
時
間
半
ほ
ど
で
終

わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
質
疑
応

答
で
は
山
名
会
会
員
以
外
に
も
一
般

聴
講
の
方
か
ら
次
々
と
質
問
が
続
き
、

改
め
て
応
仁
の
乱
へ
の
関
心
の
高
さ

が
伺
え
ま
し
た
。
時
間
の
関
係
で
質

疑
応
答
は
や
む
無
く
途
中
で
切
り
上

げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
会
の
締
め
括
り
と
し
て
謝
辞

を
兼
ね
た
ご
挨
拶
を
、
山
名
大
介
副

理
事
長
に
お
願
い
し
、
一
旦
、
歴
史

講
演
会
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

次
第
で
す
。

サ

イ

ン

会

等

実

施

そ
の
後
も
少
し
の
間
、
呉
座
先
生

に
は
会
場
に
残
っ
て
も
ら
い
、
交
歓

行
事
と
し
て
さ
さ
や
か
な
サ
イ
ン
会

を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
約
３
０
名

ほ
ど
の
方
々
が
持
ち
寄
っ
た
呉
座
先

生
の
著
作
に
サ
イ
ン
を
記
毫
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

西
陣
織
会
館
で
の
年
次
総
会
終
了

後
は
堀
川
通
り
を
散
策
し
つ
つ
、
懇

親
会
場
の
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
へ
移
動

し
、
呉
座
先
生
に
も
再
び
加
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
和
や
か
に
盃
を
重
ね
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
中
も
呉
座
先
生
に
は
会
員

か
ら
講
演
に
関
す
る
質
問
が
続
き
、

ま
た
先
生
か
ら
は
講
演
会
で
は
語
り

尽
く
せ
な
か
っ
た
説
話
な
ど
、
多
方

面
に
話
題
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

呉
座
先
生
に
は
お
忙
し
い
御
身
に

も
関
わ
ら
ず
、
講
演
会
か
ら
懇
親
会

の
最
後
ま
で
気
長
に
丁
寧
に
お
付
き

合
い
い
た
だ
き
ま
し
た
、
誠
に
有
り

難
か
っ
た
。

「

講

演

録

」

整

理

中

歴
史
講
演
を
記
録
し
た
ビ
デ
オ
よ

り
呉
座
先
生
の
講
演
内
容
を
文
字
起

こ
し
中
で
す
。
整
理
が
出
来
、
呉
座

先
生
に
も
お
目
通
し
願
っ
て
Ｏ
Ｋ
が

出
ま
し
た
ら
、
講
演
録
の
形
で
会
員

の
皆
様
に
お
分
け
出
来
れ
ば
と
考
え

て
居
ま
す
。
今
し
ば
ら
く
お
時
間
を

下
さ
い
。
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西陣織会館には山名会会員・一般聴講者含めて百
名を上回る方々がご参加いただきました。

呉座先生には「応仁の乱」・「山名宗全」

について丁寧に語っていただきました。

懇親会の席にも呉座先生にはご臨席願い、

歴史談義も大いに盛り上がりました。

会場近くの清明神社の狛犬



呉
座
先
生
の
歴
史
講
演
会
終
了
後
、

講
演
会
場
か
ら
総
会
会
場
に
模
様
替
え

し
、
午
後
４
時
か
ら
山
名
会
年
次
総
会

を
行
い
ま
し
た
。

事

業

報

告

Ｈ
29
年
度
中
の
主
な
事
業
は
左
表
の

如
く
で
、
主
に
総
会
準
備
を
中
心
と
し

た
活
動
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会

計

報

告

Ｈ
29
年
度
の
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は

下
表
の
如
く
で
す
。
昨
年
度
復
刻
作
成

し
た
『
竹
田
城
見
取
図
』
が
歴
史
愛
好

家
に
好
評
を
得
た
事
も
有
り
、
雑
収
入

が
20
万
円
以
上
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
多
く
の
方
に
受
け
入
れ
て
貰
え
る
山

名
会
資
料
や
記
念
品
の
作
成
も
継
続
出

来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
有
志
の
皆
さ
ん
よ
り
協
賛
金

を
４
万
円
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
誠
に
有

り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

会

則

の

一

部

変

更

会
則
六
条
で
は
副
理
事
長
の
人
数
が

一
名
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
副
理

事
長
を
二
名
の
方
に
お
願
い
し
て
居
り

ま
す
。
そ
の
為
、
現
状
に
会
則
を
合
わ

せ
る
べ
く
、
副
理
事
長
の
人
数
を
『
若

干
名
』
に
変
更
し
ま
し
た
。

Ｈ
30
年
度
の
事
業
と
予
算

Ｈ
30
年
度
の
予
算
は
基
本
的
に
前

年
踏
襲
の
形
で
す
。
前
年
雑
収
入
を

豊
か
に
し
て
く
れ
た
「
竹
田
城
見
取

図
」
は
本
年
は
在
庫
僅
少
で
余
り
期

待
で
き
ま
せ
ん
。
昨
年
の
「
見
取
図

に
代
わ
る
」
何
等
か
の
財
政
健
全
の

策
を
考
え
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

活
動
及
び
事
業
に
関
し
て
で
す
が
、

総
会
の
実
施
会
場
と
し
て
山
名
氏
の

原
点
で
あ
る
、
群
馬
県
・
高
崎
市
で

の
開
催
を
考
え
て
み
て
は
と
の
、
ご

提
案
を
戴
き
ま
し
た
。
こ
こ
の
所
、

日
帰
り
の
総
会
行
事
が
続
き
ま
し
た

の
で
、
史
跡
散
策
を
中
心
と
し
て
、

じ
っ
く
り
と
時
間
を
取
っ
た
総
会
行

事
が
可
能
か
ど
う
か
、
今
後
、
役
員

間
や
常
任
理
事
会
な
ど
で
、
協
議
致

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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山
名
会
年
次
総
会

11
月
26
日

11
月
14
日

６
月
10
日

５
月
21
日

５
月
18
日

29
年

４
月
24
日

28
年

11
月
13
日

期

日

山
名
会
総
会
・
歴
史
講
演
会

西
陣
織
会
館

総
会
最
終
確
認
・
打
合
せ

役
員
会
・
総
会
会
場
下
見

山
名
氏
・
細
川
氏
の
対
談
（
東
陣

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
、
山
名
靖
英
理

事
長

呉
座
先
生
講
演
依
頼

常
任
理
事
会

六
孫
王
会
館

第
回
総
会
・
山
名
会
歴
史
講
演
会

京
都
華
頂
大
学

事

業



「
応
仁
の
乱
か
ら
５
５
０
年
」
繋
が
り

で
も
う
一
つ
ご
報
告
で
す
。

京
都
市
上
京
区
で
は
西
陣
に
比
べ
て
認

知
度
が
低
い
東
陣
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
地
域

活
性
化
を
計
ろ
う
と
、
「
東
陣
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
組
織
し
て
、
各
種
の
地
域
活
性

化
事
業
を
計
画
し
推
進
し
て
い
ま
す

Ｈ
29
年
５
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
「
山

名
氏
・
細
川
氏
の
対
談
」
も
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。
ま
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

「
応
仁
の
乱
５
５
０
年
」
に
際
し
、
乱
の

勃
発
地
で
あ
る
御
霊
神
社
に
「
応
仁
の
乱

の
石
碑
」
を
建
立
す
る
事
業
を
進
め
て
お

り
、
去
る
12
月
２
日
に
完
成
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

除
幕
式
に
は
石
碑
建
立
に
協
力
さ
れ
た

山
名
会
役
員
の
中
か
ら
、
山
名
靖
英
理
事

長
・
山
名
年
浩
相
談
役
・
草
山
副
理
事
長

の
お
三
方
も
出
席
さ
れ
、
石
碑
に
揮
毫
さ

れ
た
細
川
護
煕
氏
の
名
代
で
あ
る
ご
長
男

の
護
光
氏
も
出
席
さ
れ
て
、
山
名
靖
英
理

事
長
と
共
に
御
霊
神
社
宮
司
や
京
都
市
長

等
、
会
の
代
表
者
方
と
共
に
除
幕
の
綱
を

引
き
ま
し
た
。

尚
、
今
回
の
「
応
仁
の
乱
の
石
碑
」
事

業
は
、
京
都
市
上
京
区
及
び
、
「
東
陣
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
京
都
市
民
（
上
京
区
民
）

を
対
象
に
し
た
地
域
活
性
化
の
事
業
で
し

た
の
で
、
山
名
会
全
体
へ
の
お
呼
び
か
け

は
差
し
控
え
、
上
記
事
業
の
経
緯
を
良
く

ご
存
知
の
役
員
だ
け
で
対
応
致
し
ま
し
た
。

こ
の
点
、
連
絡
が
行
き
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
事
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

「
応
仁
の
乱
の
石
碑
」
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
山
名
会
の
方
々
は
、
以
下
の

通
り
で
す
。

山
名
靖
英
氏
（
京
都
）
、
山
名
年
浩
氏

（
大
阪
）
、
草
山
宏
氏
（
神
奈
川
）
、
山

名
一
男
・
智
香
子
ご
夫
婦
（
石
川
）
。

Ｈ
29
年
の
９
月
以
降
に
一
挙
に
６
名

の
方
々
が
山
名
会
に
入
会
戴
き
ま
し
た
。

新
し
く
入
ら
れ
た
方
々
の
ご
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
励
ん
で
い
き
た
く
思

い
ま
す
。
（
現
会
員
数
は
59
家
）
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歴
史
講
演
会
の
後
に
行
い
ま
し
た

呉
座
先
生
の
書
籍
サ
イ
ン
会
で
御
署

名
を
い
た
だ
い
た
中
公
新
書
の
『
応

仁
の
乱
』
（
新
品
）
が
10
冊
程
、
山

名
会
事
務
局
に
御
座
い
ま
す
。

呉
座
先
生
の
サ
イ
ン
本
を
ご
希
望

の
方
が
御
座
い
ま
し
た
ら
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

書
籍
代
金
は
９
７
２
円
＋
郵
送
料

に
て
お
分
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
事
務
局
・
℡0796-98-1151

ま
で
）

呉座勇一著「応仁の乱」（中公新書）
著者サイン入り

上京区民290名の協力で完成した石碑と

案内板。（御霊神社境内）

（左から）山名靖英理事長・御霊神社宮司・

細川護光氏・山名年浩相談役・草山副理事長

上京区の行事ということで、京都市長も

臨席しての除幕式

呉

座

先

生

の

サ

イ

ン

入

り

『
応

仁

の
乱

』
（
中

公

新

書

）
少

量

在

庫

有

り

御
霊
神
社
に
「
応
仁
の
乱
」
碑

京
都
市

京
都
市

京
都
市

津
市

名
張
市

津
市

地
域

中
村

和
寛
様

山
名

則
和
様

落
合

稔
様

藪
本

治
子
様

松
本

裕
子
様

岡

健
一
郎
様

お
名
前

山名靖英

様ご紹介

山名大介

様ご紹介

備
考

新

会

員

の

ご

紹

介


